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２０１１年アナログテレビの排出予測の見直しのポイント

項目 ２００７年３月 ２００８年３月 ２００９年３月 ０８年 ⇒０９年 備考

テレビの普及台数 ９，６４８万台 ９，６４７万台 ９，６４７万台 －

デジタルテレビ ６，１０５万台 ６，１６９万台 ６，１３５万台 － ３４万台

アナログテレビ ３，５４３万台 ３，４７８万台 ３，５１２万台 ＋ ３４万台

デジタル機器と接続 ２，１１５万台 １，９５９万台 １，８００万台 －１５９万台 チューナ ： －２万

ＪＥＩＴＡ ＡＶ主要品目世界需要動向（２００９年３月）に基づく、２０１１年のアナログテレビの排出予測の見直し

■２００８年３月時点の予測と比較し、排出可能性があるアナログテレビの台数は １９３万台増加する。
１．デジタルテレビの台数はほぼ昨年の予想通りである。
２．アナログテレビと接続される可能性があるデジタル放送受信可能機器が、昨年の予想より減少している。

デジタル機器と接続 ２，１１５万台 １，９５９万台 １，８００万台 －１５９万台
ＤＶＤ／ＳＴＢ：－１５７万

排出可能性 １，４２８万台 １，５１９万台 １，７１２万台 ＋ １９３万台

デジタルチューナ １１９万台 １７７万台 １７５万台 － ２万台

デジタルＳＴＢ １，１７１万台 １，１０９万台 １，０７８万台 － ３１万台 １／２が、アナログテレビ

と組み合わせて使用さ
れると仮定：－１５７万台デジタルチューナ

内蔵録画機器

２，８２０万台 ２，４５５万台 ２，１７２万台 －２８３万台

＊需要動向：ＪＥＩＴＡ ＡＶ主要品目世界需要動向（２００９年３月）による。
排出予測：基本的には 昨年３月の算出法に従う。【２００７年－２０１１年の排出数量は、出荷と同数のテレビが排出されるとした】
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２０１１年：アナログテレビ残存数予測

2115 1959 1800

1428 1519 1712

デジタル アナログ アナログ排出可能性

６，０００

８，０００

１０，０００

【万台】

－１５９

排出可能性があるアナログテレビ

テレビの普及台数：約１億台

アナログテレビと組み合わせて使用されると推定したデジタ
ル機器
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（ＳＴＢ＋録画機器）／２ 1,996万 1,782万 1,625万
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２０１１年時点のＳＴＢ，録画機器の累計
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テレビの需要動向
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【万台】

液晶テレビは１０Ｖ型以上を対象

● ２００８年の出荷は、約９９０万台と前年より増加した。２０１１年のアナログ放送終了に向けて
デジタルテレビへの買い替えが進み、２００９年からは１，０００万台を超える。
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・ ２０１３年までは、ＪＥＩＴＡ『ＡＶ主要品目世界需要動向（２００９年３月）』による。
・ ２００８年までは出荷実績。
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テレビの買い替え需要に基づく排出数量予測
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CRT LCD PDP メーカー引取実績【万台】

● ２００７年－２０１１年は、テレビの需要はデジタルテレビへの買い換え需要が中心と仮定し、
需要と同数のテレビが排出されると仮定した。
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〔仮定〕
・ ２００６年までは テレビの平均使用年数を１０年、０－１９年の正規分布に従って排出される。
・ ２００７－２０１１年は、需要と同数のテレビが排出されると仮定。排出分布による排出数量と需要動向との差異は、ＣＲＴテレビ
が排出されるとした。

・２０１２年 ２０１３年のブラウン管テレビの排出台数は、２０１２年：８００万台 ２０１３年：５００万台と置いた。
・ アナログ放送終了時点で視聴されずに家庭に残るテレビの排出数量の予測はここでは行わない。

【年】
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２０１１年：アナログテレビ残存数予測
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●アナログテレビの残存台数：
２００６年 ８，５８０万台 ⇒ ２０１１年 ３，５１２万台

【万台】

3,512

地上デジタル対応の機器の需要予測を
もとに、デジタル放送を受信しない可能

性のあるアナログテレビ １，７１２万台

排出可能性 ０台～１，７１２万台

テレビの普及台数 約１億台

０６年末時点でのアナログテレビ
の残存数量は８，５８０万台あり、
そのうち、５,０００万台が今後５年
間で買い替えのため、排出される。

1,712

これに加えて、２０１１年前後に
最大で１,７１２万台が排出される
可能性がある。
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地上デジタル対応の機器と組み
合わせて使用

１，８００万台

地上デジタルチューナ内蔵ＤＶＤ、
デジタルＳＴＢ（ＣＡＴＶ）と組み合わせ
て使用

＊１，６２５万台

デジタルチューナに接続して使用

１７５万台

＊デジタルＳＴＢ、地上デジタル内蔵録画機器の
合計３，２５０万台の内、約半分がアナログ
テレビと組み合わせて使用されると仮定

デジタルＳＴＢ（ＣＡＴＶ用） １，０７８万台

地上デジタルチューナ内蔵ＤＶＤ ２，１７２万台

【参考：２０１１年時点での 地上デジタル機器の累計普及台数】
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